
令和2年8月号
HP:  http://www.fc-arrows.com/

　
試合結果報告（7月）

学年 試合日 / 大会名 勝敗 / スコア / 対戦相手 備考

6年 7/26　磯辺FC　TRM

○ 1-0
○ 1-0
○ 4-1
○ 1-0

暑さと雨の厳しいお天気の中でしたが2月
以来のTRM開催出来ました。自粛中の頑張
りが試合でいきていた場面もあり全員揃っ
ての試合とても楽しんでいました。

4年

7/19　TRM

△ 0-0 小中台FCレアル
○ 4-0 小中台FCバルサ
○ 2-0 イーグルス
○ 1-0 小中台FCレアル
○ 7-0 小中台FCバルサ
△ 0-0 イーグルス
○ 2-0 小中台FCレアル
○ 2-0 小中台FCバルサ
○ 2-0 イーグルス

熱い中、休憩なしの連戦TRMで、疲れもみ
えましたが、失点無しで終了。
気持ちが途切れることなく、最後までみん
なで頑張れた結果だと思います。
また、それぞれの成長もみることができた
TRMでした。

7/24 大森SC　TRM

○ 3-0
○ 5-0
○ 6-0
○ 2-1
○ 2-0
○ 6-0
○ 3-0
○ 5-0

連休２日目朝７時からのTRMでしたが初戦
からしっかりと戦えていました。
今回の目的は逆へのアクション、アシスト
３２点中１３点がアシストによる得点でし
た。
アローズ４年のメインの目的【見るちか
ら】を確りと身につけ、市大会に挑みたい
と思います。
早朝より設営いただいた大森SCいつもあ
りがとうございます。
保護者の方も早朝よりサポートありがとう
ございました。

3年 7/26　磯辺FC　TRM
○ 4-2
△ 2-2
△ 0-0

2,3年合同のTRMでした。
初めての8人制の試合、体力面の不安はあ
りましたが負けることなく終えることがで
きました。
課題はまだまだあると思いますが、次回も
頑張ってもらいたいと思います。

2年 7/26　磯辺FC　TRM

● 0-1
● 1-3
● 1-2
○ 2-1
● 2-7
● 0-2

相手の早いプレスとパス回しに振り回さ
れ、なかなか思うようなプレーが出来な
かったように思いました。
それでも、とても久々の試合でみんな楽し
そうでした。

新型コロナの影響で活動が自粛となる中で始まった新年度。6月より再開し、子供達の

元気な姿を見ることができるようになりました。

今年は梅雨も長く、8月に入り急に暑さが本格的になり、それと同時にアローズの活動

も熱さを増しています！

新学年の新チームで、今年も熱い戦いを見せてくれる事を期待しつつ、子ども達と一緒

に、新役員一同頑張っていきますので、ご協力よろしくお願いいたします。
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【この先の新時代とは】

皆さん、いつもF.C.アローズの活動にご理解とご協力を賜りまして誠にありがとうございます。

さて、新型コロナウィルスによる活動への影響が出てから既に約半年が過ぎてしまいました。

世の中の経済活動然り、私達のような地域活動にまで、日本だけでなく世界中のあらゆるところで同じような苦境を味わっています。

本当に苦しい時代となってしまいましたね。

特に今年の6年生におかれましては本当に悔しい思いをされて来たと思いますが、しかし、ご父兄の皆さんの明るいムード作りにただ

感心しております。

サッカーが出来る！今はただその喜びだけで十分幸せを感じることが出来る、今のその心を大切にしたいものです。

さて、今回のコロナ禍において、世の中の常識は大きく変わってしまいました。

これまでの当たり前が当たり前ではなくなっていく時代。

これまでのシステム依存社会から、個の時代へと変わっていきます。

サッカーにおいても全く同じことが言えます。

例えばトレセンを例に挙げてお話ししますと、私はトレセンの監督を数年に渡ってやってきましたが、そこで気付いたことがあります。

トレセンの練習会に参加する選手の多くが『みんなめっちゃハイレベル』であることは間違いないということ。

でも、どの選手もハイレベルではあるけども、どこかで教わった通りの高い技術であるということが伺えます。

ここ近年、トレセン練習会の紅白戦なんかを見ていても、次の展開が全て読めてしまう分かりやすいプレーが多く見受けられます。

んっ？何かコイツ面白いぞ！という個性の強い選手が減ったように思えて仕方ありません。

トレセンの現場だけでなく、アローズの選手達においても、それぞれの個性をしっかりと引き出してあげることが指導者の大命題です。

低学年の頃は特に…ですが、何だかいつもボーッとしてるな…とか、全く話を聞かないな…とか、挙げれば沢山ありますが、そういう

子に限って試合になると普段では見せない表情やプレーをしたりもします。

試合の勝ち負けはもちろん、我が子の今を見て全てを決めないことが大切であり、それは『個性』であるという観点から我が子を見て

いくと限りない可能性というものが見えてきたりもします。

子供も大人も人間の成長なんてものはカタツムリが進む速度と同じです。

何もサッカーが全てではありませんが、サッカーというスポーツは他のスポーツに比べて『個性』というものがハッキリと表現される

スポーツです。

今が上手くいかなくても、この先の長い長い将来を見据えて、心を大きく広く構えていただければと願っております。

せっかくこうしてサッカーというスポーツに出会えたのですから、サッカーを通じて子供と一緒に親である大人も成長させてもらいま

しょう。

いつか必ず個性を生かして、何か成功を掴む瞬間はやって来ます！

それがサッカーから教わったと思ってもらえるようにチームと家庭とが一体となって子供達の未来に

触れていきましょう！

久々の投稿で長文になりましたことお詫びいたします…っていつも長文です笑笑

この先の新時代、間違いなく『個』の時代がやって来ます！
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